
寒 川町 個人 情報保 護条 例新 旧対 照表  

現 行  改 正案  

～ 略～  ～ 略～  

(提 出資料 の写 しの 交付 等 ) (提 出資料 の写 しの 交付 等 ) 

第 33条  審 査会は、第 18条 第 2項、第 30条

第 4項 又 は 前 条 の 規 定 に よ る 意 見 書 又 は

資 料の 提出 があつ たと きは、当該 意見書

又 は 資 料 の 写 し (電 磁 的 記 録 に あ つ て

は、当該 電磁 的記録 に記 録さ れた 事項を

記 載 し た 書 面 )を 当 該 意 見 書 又 は 資 料 を

提 出 し た 審 査 請 求 人 等 以 外 の 審 査 請 求

人 等に 送付 するも のと する 。た だし 、第

三 者 の 利 益 を 害 す る お そ れ が あ る と 認

め られ ると き、その 他正 当な 理由 がある

と きは 、こ の限り でな い。  

2 審査請 求人 等は 、審 査会 に対 して審 査

会 に 提 出 さ れ た 意 見 書 又 は 資 料 の 閲 覧

(電 磁 的 記 録 に あ つ て は 、 記 録 さ れ た 事

項 を 審 査 会 が 定 め る 方 法 に よ り 表 示 し

た も の の 閲 覧 )を 求 め る こ と が で き る 。

こ の場 合に おいて 、審 査会 は、第三 者の

利 益 を 害 す る お そ れ が あ る と 認 め る と

き そ の 他 正 当 な 理 由 が あ る と き で な け

れ ば、 その 閲覧を 拒む こと がで きない。 

第 33条  審 査会は 、第 30条 第 2項若 しく は

第 4項 又 は 前 条 の 規 定 に よ る 意 見 書 又 は

資 料の 提出 があつ たと きは、当該 意見書

又 は 資 料 の 写 し (電 磁 的 記 録 に あ つ て

は、当該 電磁 的記録 に記 録さ れた 事項を

記 載 し た 書 面 )を 当 該 意 見 書 又 は 資 料 を

提 出 し た 審 査 請 求 人 等 以 外 の 審 査 請 求

人 等に 送付 するも のと する。          

                                   

                                   

                         

2 審査請 求人 等は 、審 査会 に対 して審 査

会 に 提 出 さ れ た 意 見 書 又 は 資 料 の 閲 覧

(電 磁 的 記 録 に あ つ て は 、 記 録 さ れ た 事

項 を 審 査 会 が 定 め る 方 法 に よ り 表 示 し

た もの の閲 覧 )を求 める こと がで きる。 

                                   

                                   

                                   

                                   

3・ 4 （略 ）  3・ 4 （略 ）  

（ 加え る）  5 審査会 は、審査 会に 提出 され た意見 書

又 は 資 料 が 次 の い ず れ か に 該 当 す る と

き は、当 該意 見書又 は資 料の 全部 又は一

部 につ いて、写しを 送付 しな い若 しくは

閲 覧を 拒否 するこ とが でき る。  

( 1 ) 第 三 者 の 利 益 を 害 す る と 認 め ら れ

る とき 。  

(2) その 他正 当な 理由 があ ると き。  

第 34条  （ 略）  第 34条  （ 略）  

（ 加え る ）  (意 見の提 出 ) 

第 34条 の 2 審 査会 は、第 37条の 規定 によ

る 意見 の求 めがあ った とき、又は 審査手

続 に つ い て 町 長 か ら 意 見 の 求 め が あ っ

た とき は、審 議して その 意見 を述 べるこ

と がで きる 。  

 (審 査会の 招集 ) 



第 34条 の 3 町長 は 、審 査 会の 会 長 が 定ま

っ て い な い 場 合 に お い て 必 要 が あ る と

認 める とき は、審 査会の 会議 を 招 集する

こ とが でき る。  

～ 略～  ～ 略～  

    附  則  

 この 条例 は、公 布の 日か ら施 行する 。  

 


